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監修者の言葉

本シリーズは2002年から刊行されてきた「司書教諭テキストシリーズ」の改

訂版に相当するものである。1998（平成10）年に学校図書館司書教諭講習規定の

内容が大幅に改訂され，これを受ける形で旧版が編集 ･刊行されたのであるが，

それからすでに十余年が経過し，学校図書館を取り巻く状況にも大きな変化が

見られる。とりわけ，2008（平成20）年からのいわゆる新学習指導要領には「学

校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，児童の主体的
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意欲的な
4 4 4 4

学

習活動や読書活動を充実すること」（傍点筆者）という文言が盛り込まれてお

り，学校図書館と司書教諭との責任はより大きなものとなっている。

一方では，いわゆるスマートフォンの普及に見られるように，情報化の進展

は止まるところを知らず，むしろさらにその進展の度を増しているように見え

る。ここではあえて「情報化」が何を意味しているのか，その定義については

ふれずにおくが，「情報」と「知識」とは大きく重なり合う概念であることは

間違いがない。そしてまた「知識の獲得」が私たちの教育 ･学習活動の主要な

部分であることも言うまでもないことであろう。とするならば，私たちを取り

巻く情報環境が大きく変化している以上，それに伴って私たちの教育 ･学習の

在り方も大きな変革を余儀なくされるはずである。当然に学校教育そのものの

在り方についても，より真摯な再点検が行われなければなるまい。上記の新学

習指導要領の文言にもこのことは反映されていると言える。

こうした状況をふまえて，旧版を全面的に改訂しようということがこの「司

書教諭テキストシリーズⅡ」の趣旨である。旧シリーズと同様に，最新の図書

館情報学の知見を教育学的な視点から解説し，理論と実践との融合を図るとい

う方針に変わりはないが，比較的に若手の著者に執筆を依頼した。「古い革袋

に新しい酒を入れる」ことが必要であろうと思われたからである。

残念ながら，一般的な学校教育の現場においては，「学校図書館の機能の活

用を図る」ことについても，情報化の進展に伴う学校教育の変革の必要性につ
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いても，必ずしも十分な理解が得られているとは言えない。それなりの法整備

は進められてはいても，教育の現場における実践活動は旧態依然の状態に置か

れたままであるようにも感じられる。このギャップを埋めるためには，図書館

情報学の知識や技術を暗記的に身に付けていくことよりは，これらの知識 ･技

術を教育現場の中でいかに活用すべきか，あるいは活用できるのか，というこ

とについて，理念的に考えてみることが必要であろう。本シリーズではそのこ

とも強く意識した編集を心がけている。司書教諭資格取得のため勉強中の学生

諸君ばかりでなく，すでに学校図書館で実務に携わっている方々，あるいはさ

らに司書教諭養成の立場にある方々にとっても，本シリーズが「理念的に考え

てみる」ことのきっかけとなるよう願ってやまない。
　　2015年６月

� 監修者　朝比奈大作
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序　　文

本書は，「司書教諭テキストリーズⅡ」第２巻として，司書教諭養成課程科

目「学校図書館メディアの構成」のテキストブックとして刊行するものである。

シリーズ名に付されている「Ⅱ」からもわかるように，旧シリーズにおいて

2002年に刊行した同タイトルの改訂版としての性質を有する。

ただし，「シリーズⅡ」では，監修者に加えて，本書以外の４巻の編者全員

が交代している。したがって，この４巻においては，構成ならびに執筆・編集

の観点も，旧シリーズのそれとは異なっている。それに対して，第２巻は，旧

版と比べて編集方針における大きな相違がない。もちろん，旧版以降の時間の

経過がもたらした学校図書館メディアに関する変容を，解説に反映させ，最新

の状況として示している。しかし，「学校図書館メディアの構成」を捉える視

点そのものに変化はないと判断し，章の組み立てや関係する事項の取り上げ方

については，旧版を踏襲している。これは，同じ編者であることと無縁とは言

えないが，それよりも，二つの事情によるところが大きい。

一つは，本書で扱う知識と技術の意義は共通していることである。「学校図

書館メディアの構成」の位置づけは，本文２ページに示す，旧シリーズの概念

図において示されている。すなわち，この科目は，学校図書館活動の基盤とな

る「情報資源」の形成にかかわる知識と技術を扱っている。確かに，この十数

年において，メディアの種類が多様化し，増加し，また，複雑化している。し

かし，そうした変化があるがゆえに，「情報資源」の形成の果たす役割はます

ます重要とされ，基本的な知識と技術を司書教諭が獲得することの必要性に揺

らぎはない。

もう一つは，旧版を編集する際に，「学校図書館メディアの構成」の組み立

てを詳細に検討し，その構造の精緻化を図ったことである。すなわち，この科

目で扱う知識と技術を，学校図書館のテクニカルサービスの基礎技能とみなし，

環境の変化にも対応できる，持続可能な「モデル（組み立て）」として提示す
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ることを試みた。詳細は，『学校図書館メディアセンター論の構築に向けて』

（日本図書館情報学会研究委員会編，勉誠出版，2005年）に寄せた拙文「学校

図書館におけるテクニカルサービスモデルの構築」に記している。そこでは，

この科目で扱う知識と技術を，図書館情報学の中の三分野（メディア基礎，メ

ディアコレクション論，メディア組織法）に基づくものとしている。この組み

立ては，現在でも通用すると判断され，本書の編集に際しても中核に据えた。

なお，旧版においても同様であるが，図書館情報学とともに教育学の知見に

目を向けたことを，改めて強調しておきたい。すなわち，教育の一環として学

校図書館が機能するという文脈を重視し，学校教育における図書館活動の位置

づけが明確になるように記述することをねらいとしている。このねらいを活か

すために，教育学の基盤に立ちながら，学校図書館を研究し，あるいは，学校

図書館の実務に携わっている方に，本書の執筆をお願いした。これにより，学

校図書館の理論と実践を，教育学と図書館情報学の重なりの中で追究すること

を目指した。

終わりに，こうした編集上の考え方に理解を示され，執筆内容に対して数々

の貴重なご助言をいただいた監修者朝比奈大作先生に，心より感謝する次第で

ある。また，刊行に向けて辛抱尽く見守っていただいた樹村房社長大塚栄一氏，

編集担当の石村早紀氏に，お名前を記して御礼申し上げる。
　　2015年12月

� 編者　小田光宏
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第１章

学校図書館メディアの意義 

本書では，「学校図書館メディアの構成」について，大きく二つの面から取

り上げることを意識している。ひとつは，学校図書館メディアそのものに目を

向け，これを用いた学校教育活動に対する支援の様相に関する認識を深めてい

くことである。

もうひとつは，学校図書館において，多様な学校図書館メディアを扱うこと

ができるように，実際的な知識と技術を身に付けることである。これは，学校

図書館メディアの「構成」にかかわる知識と技術に相当し，認識しておくべき

内容と必要に応じて実務を行える内容とに分けてとらえることになる。もちろ

ん，その目的は，学校教育活動の支援にあることを忘れてはならない。

この章では，学校図書館メディアの意義について触れるとともに，それを取

り扱う際の基礎となる視点を説明する。

１．学校教育とメディア

（１）学校教育におけるメディアのはたらき
図１-１を見てほしい。これは，司書教諭養成のための内容（科目）が，相

互にどのように関係しているかを描いた概念図（構成図）である。この図で

「学校図書館メディアの構成」は，学校における情報資源を構築する役割を担

うものと考えられており，学校図書館運営の基盤に位置づけけられている。し

たがって，本書で取り扱う知識と技術は，他の科目で取り扱う内容を支えるも
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のとなっている。

各巻の関係を個別に指摘すれば，まず，「学校図書館経営」（学校経営と学校

図書館）は，情報資源に立脚して行われることになる。次に，情報資源を具体

的に活用するためには，多様なスキルが求められ，とりわけ現代では，ウェブ

のネットワーク資源を多用することになる。すなわち，「情報利用」（情報メデ

ィアの活用）の内容が，本書で取り扱う基盤の上に展開されるものとして位置

づけられている。そして，学校図書館メディアが活用される状況として，「学

習活動」（学習指導と学校図書館）と「読書活動」（読書と豊かな人間性）とが

強調されているのである。

図１―１　司書教諭養成科目構成図
（出典：古賀節子編『学校経営と学校図書館』樹村房，2002．前見返しより）
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なお，ここで学習活動と読書活動は，基本的には学習者である児童生徒の行

動として理解されるが，それを指導する教員の存在を忘れてはならない。すな

わち，学校図書館メディアは，学習者の種々の活動を支援する基盤であると同

時に，学習者のそうした活動を指導する教員の活動をも支援する基盤になって

いるのである。言い換えれば，学校図書館メディアは，学習や読書のためのメ

ディアであるとともに，学習指導や読書指導のためのメディアでもあることに

なる。

（２）メディアの発展
今日，私たちの周りには，各種のメディアが存在する。それらの広がりにつ

いて理解するためには，メディアそのものの概要と発展の経緯を認識しておく

ことが求められる。ただし，関係するさまざまなことがらに対するとらえ方の

違いが存在し，一義的に理解できない状況が長年にわたって続いていることを

承知しておかなくてはならない。

まず，メディアに関する歴史を振り返ると，情報伝達のコミュニケーション

において，その情報を伝達するための「媒体」または「経路（チャネル）」で

あると理解するのが，「メディア論」において一般的であった。ここで情報と

は，伝達の対象となる内容（コンテンツ）であり，人間の感覚で受けとめるこ

とのできるすべてのものを指している。また，コミュニケーションである以上，

そこには発信者と受信者が存在することを前提としている。すなわち，情報を

伝えようとする者から，情報を受け取ろうとする者に対して，情報を受け渡す

際の道具となるものが，メディアなのである。

次に，メディアの特性を理解するためには，一定の観点に基づいて，メディ

アを類別し，それぞれに収められる個別のタイプを想定するとよい。たとえば，

以下のような観点に基づいて，類別がなされてきた。

①搬送形態

②素材

③記録形式
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④表現形式

⑤送受信形態

⑥伝達方向

⑦送受信関係

①は，情報が伝達される際に用いられる道具の形態に基づく類別であり，三

つのタイプが想定される。ひとつは，情報を何らかの媒体に記録し，その媒体

そのものを搬送するものである。この媒体は，情報を収める容器であることか

ら，パッケージ系メディアというよび方がしばしばなされる。これに対し，特

定の電波や回線を用いて情報を伝達するしくみのことを，通信系メディアとよ

んで対比することが多い。こうした電波や回線は，通信上の「経路（チャネ

ル）」とよばれるものに相当する。通信系メディアは，この経路が無線である

場合と有線である場合とに，さらに二分することができる。今日のインターネ

ットも，原理的には通信系メディアに相当するが，コンピュータネットワーク

上で情報を伝達するしくみと理解されていることから，ネットワーク系メディ

アとよんで区別することもある。第三のタイプは，講演会やコンサートといっ

た，情報伝達の機会や場（空間）をメディアとしてとらえる場合であり，空間

系メディアというよび方もある。

②は，主にパッケージ系メディアを細分する観点である。すなわち，紙やフ

ィルム，音響テープや画像テープ，音響ディスク，磁気ディスクや磁気テープ，

光学式記録ディスクといった分け方になる。

③は，情報がコンピュータの信号に変換されて記録されたものであるかどう

かに基づく類別で，アナログ方式によって記録するメディアと，デジタル方式

によって記録するメディアとに分かれる。電子メディアとよばれているものは，

後者になる。

④は，情報の表現形式によるものであり，一般的には，文字（記号，数値を

含む）によるもの，音声によるもの，画像によるものとなる。画像によるもの

は，さらに静止画の場合と動画の場合とに分かれる。なお，こうした分け方と

は別に，物そのものをメディアとして扱うこともある。これは，実物メディア
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というとらえ方であり，学校教育において用いられる「標本」や「模型」など

が，これに相当すると考えられている。

⑤は，送信ならびに受信の形態に基づく類別であり，とりわけ，機械や装置

の存在の要不要が焦点となる。通信系メディアの場合には，送信ならびに受信

の双方に，装置が必要になる。すなわち，発信者の保持する文字，音声，画像

といった情報を，経路上で処理できる信号に変換するためには，送信装置が必

要とされる。また，受信者が経路上の信号を，文字，音声，画像に変換し直す

ためには，受信装置（再生装置）が求められるのである。

⑥は，情報の伝達方向が，一方向か双方向かによる分け方である。送信者と

受信者が常に固定されている場合は，用いられるメディアの伝達方向は一方向

となる。これに対し，両者がその都度交代してコミュニケーションがなされる

場合は，双方向の伝達を可能にするメディアが用いられることになる。

⑦は，送受信の主体の関係が，一対一であるか，一対多であるか，多対多で

あるかといった類別である。一対一の送受信関係は，一般的にはパーソナルコ

ミュニケーションと位置づけられ，一対多の送受信関係は，マスコミュニケー

ションとなる。インターネット上では，チャットや SNS のように，多対多の

送受信を可能にするメディアも存在する。

なお，①から⑦のいずれかひとつだけを用いて，個別のメディアの性格を明

確にすることは難しい。たとえば，音楽 CD は，パッケージ系メディア，デジ

タル方式による記録，音声による表現といった特性を有している。また，電子

書籍は文字による表現がなされている点は同じでも，搬送形態は一様ではなく，

インターネットを用いて配信されるものもあれば，パッケージに収められて受

け渡されるものもある。

（３）学校図書館メディアの広がり
前項で確認したように，多様なメディアが存在する。これらの中で，学校図

書館は，どのようなメディアを扱うのであろうか。

学校図書館で扱われるメディアのひとつは，伝統的に「図書館資料」とよば
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れてきたものである。このメディアの基本は，パッケージ系メディアである。

具体的には，図書や雑誌・新聞といったメディアであり，印刷によって，主に

文字情報を紙に記録したものである。また，音楽 CD のように音声を記録した

もの，DVD や写真のように画像を記録したものも，パッケージ系メディアで

あり，形態は変遷しているものの「図書館資料」として扱われてきた。

もうひとつは，インターネット上で扱うメディアであり，ウェブはその代表

である。今日では，学校教育において，ウェブを活用することは学習において

必須となっている。それゆえ，学校教育活動を支援する役割を担う学校図書館

では，ウェブを学校図書館メディアの一部として位置づけ，その利用に関係す

る活動を展開することが求められている。

２．学校図書館メディアの視点

（１）教材としての学校図書館メディア
学校図書館は学校教育の施設であることから，学校図書館メディアもまた，

学校教育を成り立たせるための要素のひとつと認識することになる。一般に教

育という行為・現象には，「教育者（教える人）」と「学習者（学ぶ人）」が存

在するとともに，「教育内容」という第三の要素がそこに位置づけられる。教

育内容は，教育活動における「教材」として位置づけられ，これを介して，教

育者と学習者の関係が成り立っている。または，学習者が自律的に教材を活用

して学習する。

学校教育において教材と言うと，まずは「教科書」が意識され，それと併せ

て「補助教材」とよばれるもの，たとえば，計算ドリルや資料集などが思い浮

かぶであろう。しかし，「教科書」は，教育という行為によって主に次世代に

伝えるべき知識や技術のダイジェストに過ぎない。人間がその歴史において発

見し，経験し，創造してきた英知を再構成して提示したものではあるが，その

膨大な智慧に比べれば氷山の一角である。もとより教科書とは，森羅万象の知

識の中から，重要かつ標準的なものを抜粋し，要約したものにほかならず，オ
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リジナルの知識は，教科書とは別に存在するのである。

そうしたオリジナルの知識は，歴史的には，図書に代表される印刷メディア

に記録されて現代に至っている。その上で，記録された内容のデジタル化が促

進され，それまでとは異なるメディアを介しての利用も可能になっているのが，

今日の様相である。また，Facebook，Twitter，ブログといった SNS の普及

により，さまざまな知識や技術がオープンなものとなり，かつ，人々の経験知

と融合して示される場が出現していることも，教材について検討する際に，意

識しておかなくてはならない。

今日，学校教育活動は，教科書をよりどころとしながらも，それだけにとら

われない幅広い「知」の世界へ学習者を誘うものとなることが期待されている。

こうした「知」の世界が示されているメディアは，学習者にとってすべて教材

として位置づけられることになる。それゆえ，教材としての意義を有する幅広

いメディアを整備し，あるいは，教材としてのメディアに辿り着くための環境

を整え，かつ，適切な支援を行うことは，学校図書館の重要な責務なのである。

（２）読書材としての学校図書館メディア
学校図書館から連想されることがらの中で，「読書」がその上位にあること

は，ほぼまちがいないであろう。学校図書館のコレクションといえば，「読書

のための資料を用意する」と同義と考えられ，司書教諭の第一の役割は「読書

指導」にあるといった言説も見受けられる。確かに，学校図書館は，児童生徒

の読書を促進させる大切な場であるが，それだけにとどまるものではないこと

を確認しておきたい。この確認をした上で，学校図書館が取り扱うメディアが，

読書材として機能することを認識することが求められる。

児童生徒の読書離れ，活字離れは，長年にわたる学校教育の解決課題であり，

読書離れが児童生徒のさまざまな行動に，マイナスの影響を与えているのでは

ないかという懸念すら示されている。読書が生活上果たす効用や人格形成に与

える影響については，本シリーズ第４巻『読書と豊かな人間性』で扱われる内

容である。一方，本書において主張できることは，学校図書館は，読書材とし
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